
夜

留
守

居
で
添
制
句
部
ぷ

十
二
月
周
日

（
初

氷

朝

日
光
浴
）

洪
南

へ
林
檎

の
お
蔭
。
本
門
専
心
ポ

ス
ト

へ
未
だ
苦
し

い
。

然
し
鶴

や
枯
木
拾

ひ
や
森

の
中
は
面
白

い
。
夜
猛

烈
に
冷

え
る
。
東
北

は
大
雪

で
汽
車

不
通
七

き4 6

、」散

紅

葉

交

へ

て

風

呂

敷

の

頬

被

り

離

々

と

初

氷

し

て

頼

赤

き

娘

十
二
月
五
日

（
朝

日
光
浴
）

水
庫
く

な
つ
て
冷
え
る
。
日
輪

と
大
木

の
紅
葉
と
が
青

々
々
美

し
い
け
れ
ど
も
毎

日
々
々
散
り
減
じ

て
行
く
。

も
う

一
寸

で
錦
木
も
散
り
轟
す
。
か
り
た
ご

で
額
童
氏

の
九
官
鳥

は
僕

の
鉦

叩
の
旬
を
正
普

に
批
評
し
て
呉
れ
て

痛

心

い
。

夜

猛
烈

に
冷

え

て

マ
ン
ト

被

つ
て
往

生
。

ガ

ラ

ス
の
部

星

は
野

外

同

様

で
鼻

の
題

が

慮

赤

に
な

つ
て

寒

い
。
京
都

の
僧
堂

よ
り
倍
も
寒

い
。
欠

席
に
寒

い
。
露
青
首

を
俳
句
研
究

へ
。

十

二
月

六
日

（
晴

だ
が
風
強
く

て
日
光
浴
休
み
）

猛
烈

な
霜

で
昨
日
ま

で
突
張

つ
て
ゐ
た
芭
蕉
鹿

葉
が
ポ
キ
′
1

折

れ
た
。
庭

は
霜
柱

で
歩
く

と
ポ

コ
／
＼

穴
が

開

く

。

本

門

寺

山

ポ

ス

ト

へ
未

だ

苦

し

い
。

然

し

鶴

の
森

ほ
楽

し

い
。

氷

鮎

一
度

六
分

。

霜

除

の

影

君

見

ず

や

寒

山

子

時

の

巣

の

交

り

て

悲

し

散

紅

葉

十

二
月
七
日

（
晴

日
光
浴
後
曇
）

雄
詠
譲
選

一
東
経
了
。

十

二
月
八

日

（
晴
日
光
浴
）

朝
清

の
出
征
を
大
工
が
通
知
に
来

た
。
午
後

育
親
政
行

の
途
中
息
切

で
電
柱

に
其
れ

て
休
む
。
未
だ
苦
し
い
。

途

中

清

の
自

動

車

に
合

つ

て
同

乗

。

丁

度

い

ゝ
。

十

二
月
九

日

（
晴
）

．

終

日
草
臥
れ
休
み

で
歯
痛
。
夜
ボ

ヤ
′
～

。
改

造
臨

時
檜
刊

一
束
諌
了
。

十
二
月
十

日

（
朝
晴
後
曇
）

滞
煙

り
が
立

つ
て
曇

つ
て
庭

は
霜
柱
が
潤
え
て
ポ

コ
く

し
な
く

な
つ
た
。
少

し
寒
さ
が
ゆ
る
ん
だ
。
然
し
そ

れ
を
凝
返

し
て
寒
く
な

つ
て
行
く

の
だ
ら
う
。
岩
波

の
碧
巌

芭
層
ジ
イ
ド
其
他
買
。

十

二
月
十

一
日

（
晴
れ

て
暖

か
い
薄
煙
り
）

氷
も
張
ら

な
か
つ
た
。
遂

に
南
京
入
城
新

聞
萬
歳
。

十

二
月
十

二
日

（
晴
れ

て
酸
か

い
小
春

日
唐
き
）

朝
清
鷹
召
出
征
。
室
頗
刈
る
。
夜
添
削
旬
評
。

十
二
月
十
三
日

（
晴
日
光
浴
）

大

木

の
紅

葉

は

す

つ
か

り
散

り
姦

し

て

日
輪

が
棺

に
眩

し

い
。

山

ポ

ス
ト

ヘ
。

苔

白

い
墓

石

の
日

が

冴

え

凍

つ
て

ゐ

て
美

し

い
。

え

の
感

じ

が

は

つ
き

り

す

る

。

今

日
は
日
の
色
が
澄

ん
で
美
し

い
。
董
本

門
寺

澄

ん

で
ゐ

る

と

い

ふ

よ
り

は

冴

え

て

ゐ

る
。

冴

仰ま一


